
□
２
２
年
５
月
時
点

１
９
都
道
府
県

４
政
令
市
合
計

１
０
２
８
人

【
未
配
置
の
特
徴
】

①

「
定
数
の
欠
員
」
は
４
７
７

人
と
全
体
の
約
半
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

定
数
措
置
さ
れ
た
も
の
の
、

４
月
の
新
学
期
当
初
か
ら
教
員

の
配
置
が
な
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。

②

「
代
替
者
の
欠
員
」
は
「
産

育
休
」
「
病
休
」
「
看
護
休
」

等
を
合
わ
せ
３
２
１

人
と
全

体
の
約
３
割
で
す
。

年
度
途
中
か
ら
、
休
職
に
入

る
教
職
員
の
替
わ
り
が
い
な
い

状
況
が
あ
り
、
教
職
員
未
配
置

が
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

③

「
独
自
加
配
の
欠
員
」
３
３

人
は
、
地
方
自
治
体
が
独
自

で
加
配
教
員
を
措
置
し
た
が
、

未
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。

□
年
度
途
中
で
、

さ
ら
に
欠
員
増

10
月
時
点
の
未
配
置
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
、
24
道
府
県
・
４
政
令

市
で
合
計
１
６
４
２
人
と
な
る

深
刻
な
状
況
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
・
10
月
と
も
に

回
答
が
あ
っ
た
16
都
道
府
県
４

政
令
市
で
み
る
と
、
５
月
時
点

で
７
３
４
人
だ
っ
た
未
配
置
が

10
月
に
は
４
５
０
人
増
加
し
て

１
１
８
４
人
に
広
が
る
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
内
、
「
代
替
者
の
欠
員
」

は
７
０
７
人
と
全
体
の
半
数
以

上
と
な
り
ま
し
た
。

□
和
泉
市
２
月
１
日
時
点

小
学
校
で
６
名
欠
員
。

今
後
お
二
人
の
産
休
代
替
が

見
つ
か
ら
な
い
模
様
。

中
学
校
で
８
名
。
国
語
、

英
語
が
特
に
不
足
し
て
い
る
。

非
常
勤
１
名
が
４
月
か

ら
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

□
高
石
市
２
月
１
日
時
点

産
休
代
替
小
１
、
中
１
が

欠
員
。

□
忠
岡
町
２
月
１
日
時
点

欠
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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泉北教組に加入し、生活と権利を守り働きやすい職場をつくりましょう。

全
日
本
教
職
員
組
合
（
全
教
）
は
教
組
共
闘
連
絡

会
と
と
も
に
、
22

年
５
月
と
10
月
時
点
の
教
職
員
未

配
置
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
結
果
か
ら
も
重
大
な
状
況
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

【和泉の中学校】

本校でも穴あきの状況

になっています。

半年前からわかって

いる産育休でさえ、人

が決まらず･･･。

産育休に入る先生は、

申し訳ない気持ちを抱

えながらお休みに入ら

れるのを見て、

やるせない

気持ちになっ

てしまいまし

た。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
て
、
新
学
期
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
下
さ
い

深刻な実態、声
□ 始業式に仮担任（副校長）で発表した

クラスがあった（小学校）
□ 学級担任が病休。第２教頭が担任になり、

他の教員が空き時間にその学級に入る（小
学校）

□ 72 歳の代替者が担任に（小学校）
□ 栄養教諭の欠員。隣の学校の栄養教諭

からアドバイスをもらい、教頭や他の教員
が手伝っている（小学校）

□ 技術・家庭科の欠員に、他校の教員への
兼務発令で対応（中学校）

□ 特別支援学級が 2 学級増にもかかわら
ず担任が足りないため、学級増せずに、
クラスあたりの子どもの数を増やして編制
（小学校）

私
た
ち
は
こ
う
考
え
ま
す

教
員
未
配
置
は
国
が
正
規
教
員
を
抜
本
的
に
増
員
す
る
た

め
の
「
定
数
改
善
計
画
」
を
策
定
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、

人
件
費
抑
制
の
た
め
、
正
規
で
配
置
す
べ
き
教
員
が
臨
時
的

任
用
教
員
や
非
常
勤
講
師
に
置
き
換
え
ら
れ
続
け
た
結
果
、

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。

ま
た
、
学
校
現
場
で
常
態
化
し
て
い
る
長
時
間
過
密
労
働
、

自
由
を
奪
う
管
理
・
統
制
の
強
化
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
増
加

等
に
よ
っ
て
、
教
職
員
の
早
期
離
職
が
あ
る
こ
と
や
教
員
志

望
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
背
景
に
あ
り
ま
す
。

国
が
責
任
を
も
っ
て
教
育
予
算
を
増
額
し
て
、
教
育
条
件
整

備
を
行
い
、
「
教
育
に
穴
が
あ
く
（
教
職
員
未
配
置
）
」

問
題
を
改
善
・
解
消
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。
。


